
 

 

  

日 時 令和６年６月２２日（土）８:４５ 

場 所 感謝と挑戦の TYK体育館 研修棟 

 

第７１回東海高等学校総合体育大会 卓球競技 

監  督  会  議 
 

司 会   神田 和 
 

 

１ 挨    拶        岐阜県高等学校体育連盟卓球専門部部長 

                 大垣南高等学校長        川 瀬 英 樹 

 

２ 競技役員紹介 

 

３ 議    題  

 

（１）競技運営について         進行委員長           熊 崎  健 

 

   ア 日 程 

 

 

   イ その他 

 

 

（２）競技上の注意について     審 判 長         村 橋 正 巳 

                  審 判 員         桑 原 啓 優 

 

 

（３）開会式について        式典委員長           森  秀 樹 

 

 

４ 諸連絡  

（１）会場について   会場委員長         石 田 春 彦 

 

（２）お弁当について         

 

（３）その他 

 

 

 



 

 

 

第７１回東海高等学校総合体育大会卓球競技 監督会議 資料 

 

１ 挨    拶   岐阜県高等学校体育連盟卓球専門部 部長  川 瀬 英 樹 

 

２ 競技役員紹介                    各県役員・地元役員紹介 

 

３－（１）競技運営について           進行委員長   熊 崎  健 

 

（１）日 程 

   ① ６月２２日（土） 学校対抗 １回戦    ダブルス、シングルス １回戦 → 決勝まで 

   ② ６月２３日（日） 学校対抗 ２回戦 → 決勝まで 

（２）学校対抗について 

① オーダー交換について 

１ 学校対抗のオーダー交換は、3階第４競技場で行います。 

２ ６月２２日（土）のオーダー交換 

ア 学校対抗１回戦のオーダーは、監督会議終了後、１５分を目途にご提出ください。 

３ ６月２３日（日）のオーダー交換 

ア 学校対抗２回戦のオーダーは、８時４０分までにご提出ください。 

イ 学校対抗３回戦のオーダーは、対戦相手が決定後、できるだけ早くご提出ください。 

② 番号の小さいチームが本部席側にベンチをとってください。 

③ 番号の小さいチームに責任校をお願いします。 

１ 本部より記録用紙を受け取り、試合終了後は責任校が記録用紙を進行席にお戻しください。 

２ 試合開始前の挨拶、試合結果の記録、試合終了後の挨拶をお願いします。 

３ 責任校の帯同審判員は、１・３・５番の主審をお願いします。 

４ 相手校の帯同審判員は、２・４番の主審をお願いします。 

④ 試合は２台進行で、番号順にお願いします。 

⑤ ３番ダブルスの際、４番シングルスが入れる場合は同時に行います。 

⑥ 試合は３点先取で行います。勝敗が決しても、ダブルスは最後まで行って下さい。 

⑦ ５番が先に終了し勝敗が決しても、４番シングルスは最後まで行ってください。 

（３）試合開始について 

①6月２２日（土）の第１試合は、放送により一斉に始まります。 

②第２試合以降は、選手がそろい次第始めてください。タイムテーブルの時間は目安です。 

（終了時間が遅くなる可能性があります。その為コート変更する場合があります。放送に注意して 

下さい。） 

（４）試合撮影について 

① フロア内でのビデオカメラやスマートフォン等での試合撮影を許可します。 

但し、競技領域の確保にご協力ください。 

 

 



 

 

（５）練習時間について   

① ６月２２日（土） ８：３０（予定）～９：１５ 

     朝の練習コートは、メインアリーナ１～２７コート、サブアリーナ２８～３５コートです。 

     練習コート割は以下の通りです。 

 三重 愛知 静岡 岐阜 

メイン １～７ ８～１４ １５～２１ ２２～２７ 

サブ ２８～２９コート ３０～３１コート ３２～３３コート ３４～３５コート 

② ６月２３日（日） ８：１５（予定）～８：５０ 

練習コート割は、メインアリーナ１〜１６台、サブアリーナ８台です。  

メインアリーナでは、第１試合のコートで練習してください。 

サブアリーナはフリー台とします。 

③ ６月２２日（土）、２３日（日）の朝の練習時間以外の時間帯は、サブアリーナをフリー練習場とし 

ます。ただし、開会式の時間帯は使用不可とします。 

 

３－（２）競技上の注意について         審 判 長   村 橋 正 巳     

審 判 員   桑 原 啓 優 

 

（１）現行の日本卓球協会制定のルールに準じて実施します。 

タイムアウト制は、学校対抗では １回戦から採用し、個人戦（ダブルス・シングルス）では準決勝か

ら採用します。競技は全種目５ゲームズマッチとします。競技者はスポーツマンシップに則り、ルー

ルを遵守し、立派なマナーのもとに正々堂々と競技してください。 
 

（２）審判について 

ア 学校対抗は下表のとおり帯同審判員に主審をお願いします。 

 １S ２S ３D ４S ５S 

番号の小さいチーム 主審  主審  主審 

番号の大きいチーム  主審  主審  

イ 帯同審判員不在の学校は、主審を岐阜県高校生補助員が行います。 

ウ 個人戦（ダブルス・シングルス）においては岐阜県高校生補助員にて行います。 

（３）用具・服装について 

ア 使用球は、日本卓球協会公認の Nittaku(日本卓球)プレミアムクリーン ・ 

VICTAS VP40+ ・ Butterfly(タマス)R40+のプラスチック製４０㎜ホワイトボールとします。 

イ JTTA公認の用具・服装で競技を行ってください。外国製ラケットで JTTAが未公認のもの 

を使用する選手は競技開始前までに審判長の許可を得てください。 

ラバーは ITTF または JTTAが公認したものです。 

ウ ゼッケンは令和６年度日本卓球協会のものを着用してください。 

エ 対戦する選手のユニフォームは全く同じでなければ着用できます。 

オ ゲーム中にラケットが破損した場合、スペアラケットかプレー領域内で手渡されたものと交 

換して、主審のチェックを受け、すぐにプレーを続けてください。 

 

 



 

 

（４）監督及びアドバイスについて 

ア 学校対抗の監督は当該校の校長が認めた指導者です。 

監督は、令和６年度の日本卓球協会指定の役職者章を左肩に付けてください。 

イ 学校対抗の監督は、大会期間を通じて途中で変更することのないようにしてください。 

ウ 個人戦のアドバイザーは大会申込時にエントリーされた監督または選手登録者のみに限 

ります。 

エ 試合中の違反アドバイス（ゲーム間は除く）は、一切禁止します。（学校対抗の１回目の 

ペナルティはベンチ全員が受けたことになります。） 

オ スロープレーはバッドマナーとして判断します。 

（５）緊急中断 

事故により一時的に競技不能となった時は、１０分を目途に審判長が許可した最短時間内で 

競技の中断を認めます。 

 

３－（３）開会式について             式典委員長   森  秀 樹 

 

（１）９時１５分になりましたら、観覧席に移動して下さい。 

（２）男子・愛工大名電高校、女子・愛み大瑞穂高校は開始式にて優勝旗を返還していただきます。 

（３）３年連続優勝校表彰 愛知工業大学名電高等学校 

 

４ 諸連絡 


